
 

≪ 杵島支部 ≫ 

支部長 川﨑 朗（有明中） 

 

 

１ 研究主題（研究テーマ） 

集団で思考する授業づくりの工夫 

～生徒の語りの量と質に注目した指導の工夫～ 

 

２ 主題設定の理由 

生徒の公民的資質の向上をめざすためには、話し合い活動や学び合いの中において、集団で考え、

他者と意見を言い合える授業づくりが大切であると考えている。更に、現実社会に即したものや身近

な問題の中から「パフォーマンス課題」を設定し、毎時間の授業のめあてや提示する資料、学習活動

を工夫することによって、話し合い活動や学び合いを充実させることができると考えた。その中で、

思考する生徒の視野を広げたり、逆に焦点化したりすることで多面的・多角的に考えさせ、生徒自ら

が自分なりの最適解や納得解を見出せるようにしたい。そこで、杵島支部では研究テーマをこれまで

から引き継ぎ、「集団で思考する授業づくりの工夫～生徒の語りの量と質に注目した指導の工夫～」と

設定した。 

 

３ 研究の内容 

（１）「パフォーマンス課題」の工夫 

現実の社会問題や身近な問題を取り上げることで、生徒が学ぶ必然性を感じ、主体的に学び

に向かう問いをパフォーマンス課題として設定する。単元の終末では、授業での学びを通し

て考えたことを個人でまとめたり表現したりさせ、評価する。 

（２）学び合いの工夫 

  「目的」や「視点」、「立場」を明確にし、集団が共通認識のもとで活動することで、一人ひ

とりが考えをもち、他者の考えも受け入れながら語り、自らの考えを深めたり、広げたりでき

るような、より豊かで充実した学び合いをめざす。 

（３）振り返りの工夫 

毎回の授業で、学んだことや他者の考え、それをもとに個人で考えたことを振り返りとして書 

き残すことで、次の学習、学び合いの充実やパフォーマンス課題に対する思考の整理につな

げる。 

 

４ 研究経過 

（１）11 月 24 日（金）提案授業・授業研究会 公民的分野（江北中：岩永 悠平 教諭） 

 

５ 成果と課題 

  今年度、生徒が深く思考する環境づくりとして、「目的」・「視点」・「立場」を明らかにして取り

組みを行った。考えを整理するための基準を明確にすることで、考えが深まり、生徒同士の意見

の交換の質もより具体的なものになっていった。また、杵島郡内の先生方と同様の視点で、郡内

の授業研究会の授業を参観したことで、どうすれば、より良く授業を改善していくことができる

のかを共有することができた。 

  課題としては、日々の取り組みの中に、どのように落とし込んでいくかである。単元のパフォ

ーマンス課題や教材の共有を進め、負担感を減らしながら、質の高い実践に取り組んでいきたい。 

≪文責：松尾 英（有明中学校）≫ 

 

 

 

 



第３学年社会科（公民的分野）学習指導案 

日 時 令和５年１１月２４日(金)５校時 

                         対 象 ３年２組 ３１名 

場 所 ３年２組教室    

指導者 教諭 岩永 悠平 

 

１ 単元名  第３章 第３節 地方自治と私たち  

 

２ 単元について 

(1) 単元観 

 本単元は、学習指導要領の公民的分野内容 A「私たちと現代社会」の「（２）現代社会を捉える枠

組み」を受けて構成されたものである。地方自治は、「民主主義の学校」と形容されるように、二元

代表制や直接請求権など、民主主義の理想政治体制に近いことが特徴である。また、政治的分野の

中でも生徒にとって非常に身近な内容であるため、具体的な事例にもとづく授業に取り組むことに

より、地域社会の発展のために政治参加する自治意識を育むことができる単元として適している。  

しかし、政治参加は、選挙に行くことでしか実現できないと捉えている生徒が多いことが予想され

る。このような価値観をもつと、「政治参加は大人になってから考えればよい」という考えにつなが

る恐れがある。そこで、中学生からでも行使可能な請願権を取り上げ、陳情書の作成を通して、「政

治参加＝選挙」と考えがちな生徒の政治参加観に揺さぶりをかけたい。 

 

(2) 生徒観 

本学級の生徒は、社会科の学習に積極的に取り組む生徒が多い。グループワークなどの活
動的な学習に対しても意欲的に取り組むことができている一方で、授業中の発問に反応する
生徒が固定される傾向にある。また、基礎的な事項の定着はできているが、学習した内容を基に説
明することを苦手としている生徒が多い。授業アンケートの結果では、「授業を通じて自分の考えを
もつことができた」という質問に対し、１５％の生徒が「そう思わない」「どちらかといえばそう思
わない」と回答しており、社会的事象を自分事として捉えることを苦手とする生徒も一定数存在する。 

 

(3) 指導観 

指導に当たっては、過去に中高生によって行われた陳情の例を紹介し、請願権が身近な権利である
ことを捉えさせたい。電子黒板に資料を映し出すことによって、視覚的に資料を捉えてイメージをふ
くらませ、生徒に興味・関心をもたせたい。また、多角的・多面的な課題に気づくため、ブレインス
トーミングを用い、江北町の魅力と課題について自由に意見を出させ、意見交流する中で生まれた気
づきを陳情につなげられるようにしたい。 

 

３ 単元の目標 

地方公共団体の政治の仕組みや住民の権利や義務について理解させるとともに、地域社会への関心

を高め、地方自治の発展に寄与しようとする住民としての自治意識を育む。 

 

４ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

地方公共団体の政治の仕組

み、住民の権利や義務など地

方自治の基本的な考え方につ

いて理解している。 

地方の政治と政治参加に関

わる課題について、地域住民の

視点から多面的・多角的に考察

し、自分の考えを適切に表現し 

ている。 

自分が住む地域の課題に気

づき、地域をよりよくするため

に、住民参加による地方自治の

意義について意欲的に考え、関

心を高めようとしている。 

 

５ 指導計画（全５時間） 

(1) 私たちの生活と地方自治・・・・・・・・・・・１時間 

(2) 地方自治の仕組み・・・・・・・・・・・・・・１時間 

(3) 地方公共団体の課題・・・・・・・・・・・・・１時間 

(4) 住民参加の拡大と私たち・・・・・・・・・・・２時間（本時２／２） 

 



６ 本時の学習 

 

(1) 本字の目標 

・陳情書を書く取り組みを通して、当事者意識をもって地域の課題を見出し、解決のための提言を

することができる。【思考・判断・表現】 
 

 (2) 本時の評価規準 

ア 請願書作成に向けて協働し、意欲的に参加しようとしている。【主体的に取り組む態度】 

イ 江北町の課題や魅力を考察し、陳情の必要性を的確に表現している。【思考・判断・表現】 

 

(3) 本時の授業過程【全５時間 本時５／５】 

過 

程 
学習活動と内容 

形

態 
教師の指導・支援 評価とその方法 

導 

入 

１ 若者の政治参加について、

海外の事例や国内のデータ

を見て、考えを広げる。 

 

２ 中高生による過去の陳情の

事例の内容について理解す

る。 

 

 

 

 

斉  電子黒板に資料を提示する。

若者の政治参加意識に関する

内閣府の調査データ等を紹介

する。 

 中高生が行った陳情を電子黒

板に提示して説明する。 

 

展 

開 

３ グループ活動を行う。 

① 江北町の魅力や課題か

ら、陳情の内容を作成

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② グループで作成した陳

情書をワークシートと

ホワイトボードにまと

め、発表する。 

学

び

合

い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学

び

合

い 

 前時の授業内容をふり返り、

グループ活動の取り組み方で

、大切にしてほしいこと、取

り組む時間を伝え、見通しを

もたせる。 

 

 実際に陳情を行った中学生の

陳情書を、書き方の参考とし

て提示する。 

 

 机間指導と声かけを行い、グ

ループの活発な活動を促す。 

 

 発表を行う際のポイントを提

示する。 

ｱ めあての探

求を意欲的

に行おうと

している。

（観察） 

 

 

ｲ 多面的・多

角的に考察

し、グルー

プの考えを

記述するこ

とができて

いる。（ワ

ークシート

） 

 

ま 

と 

め 

４ 本時の授業をワークシート

でふりかえり、陳情を使っ

た政治参加について、自分

の考えをまとめる。 

 

５ 次回の授業を確認する。 

個  よりよい地方自治には、住民

が当事者意識をもって行動を

起こすことが重要であると伝

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【めあて】 
選挙に行くことだけが政治参加じゃない！ 

江北町をよりよくするために、グループで陳情書を作成しよう！ 








